
金
滞
古
蹟
志
巻
十
二

右
過
去
岐
に
て
見
れ
ば
‘
寛
永
二
年
に
道
仁
渡
し
.
共
の
子
監
物
遺

跡
を
相
織
し
‘
寛
永
十
六
年
に
利
常
卿
三
男
侍
従
利
治
君
分
封
あ
り

て
、
大
聖
寺
へ
入
部
の
際
総
士
と
成
る
に
付
き
、
新
立
町
の
居
邸
を

返
上
せ
し
故
、
共
の
揚
地
の
内
武
拾
間
四
方
に
門
前
之
往
来
相
添

へ
、
瑞
光
寺
の
寺
地
に
賜
は
り
た
る
も
の
な
り
し
に
や
。

。
瑞
光
寺
観
音
堂

此
の
観
音
は
、
因
遺
寺
の
観
音
と
て
鑑
像
也
と
去
ふ
。
園
建
寺
は
瑞

光
寺
の
本
寺
に

τ、
卯
辰
山
感
膝
寺
の
甫
た
る
谷
合
に
あ
り
し
か

ど
.
数
年
無
住
に
付
き
、
後
寺
院
破
却
し
て
瑞
光
寺
へ
合
併
せ
り
。

故
に
彼
の
観
音
今
は
瑞
光
寺
に
安
置
す
。
観
音
由
来
書
に
云
ふ
。
営

寺
観
世
音
之
隼
像
は
、
慈
発
大
郎
之
御
作
也
。
往
古
尾
張
関
愛
智
郡

熱
闘
郷
保
多
と
-X
ふ
所
の
海
中
よ
り
出
現
し
給
へ
る
霊
像
に
て
、
足

利
尾
張
守
商
経
の
末
葉
斯
波
武
街
家
代
々
一
停
持
の
守
本
隼
也
。
然
る

に
営
園
津
岡
氏
の
元
組
源
正
勝
は
、
武
街
之
末
商
た
る
が
故
K
.
此

鍵
像
を
停
来
し
て
守
本
掌
と
・
な
し
た
り
。
慶
長
の
頃
正
勝
故
あ
り

τ

本
園
尾
張
の
地
を
出
で
、
暫
し
京
都
民
寓
居
し
け
る
蕗
.
彼
傘
像
の

鍵
一
不
に
依
り
て
、
慶
長
十
四
年
北
関
へ
下
向
し
、
前
問
家
へ
仕
官
せ

ら
れ
‘
卯
辰
山
国
運
寺
へ
安
置
し
‘
寛
文
九
年
四
月
始
め
て
関
原
す

軒
心
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思
案
橋
の
沼
港
な
れ
ば
、
此
の
事
を
ば
そ
の
か
み
川
御
亭
と
呼
ぴ
た

り
し
故
に
、
此
の
地
越
に
川
御
事
の
遺
名
あ
る
に
や
と
い
へ
り
。

O
思

案

栴

金
滞
橋
梁
紀
K
.
し
あ
ん
橋
本
多
家
中
と
あ
り
。
此
の
橋
は
倉
月
用

水
川
に
架
け
た
り
。
三
州
名
跡
誌
に
云
ふ
。
本
多
民
の
元
組
安
房
守

政
露
、
吾
が
務
士
と
成
り
金
器
開
へ
来
ら
れ
し
頃
、
手
明
け
の
者
と
て
‘

男
建
の
き
ほ
ひ
者
を
ぽ
多
〈
召
仕
は
れ
け
る
に
‘
此
の
者
共
毎
日
此

の
橋
へ
出
で
今
日
は
西
へ
ゆ
か
ん
東
へ
往
ん
と
思
案
し
け
り
。
依
り

て
橋
名
に
呼
ぺ
る
事
と
成
り
た
り
と
。
又
胸
部
野
美
勝
の
砲
尾
記
に

は
、
昔
此
建
石
浦
野
と
て
荒
地
な
り
し
が
、
賊
魁
安
藤
四
郎
・
藤
塚

小
太
郎
・
同
伊
豆
な
ん

E
い
へ
る
も
の
、
此
地
越
に
潜
伏
し
居
た
る

を
、
天
正
八
年
柴
田
勝
家
の
潟
に
討
亡
さ
れ
た
り
。
共
頃
し
あ
ん
某

と
い
ふ
者
此
地
に
居
住
す
。
故
に
思
案
橋
の
橋
名
に
遮
れ
り
と
い

ふ
。
一
訟
に
は
、
本
多
民
元
組
安
易
守
政
重
賞
藩
へ
勤
仕
の
は
じ
め
、

緒
闘
の
寄
合
武
士
附
岡
崎
し
来
り
、
侠
客
た
ど
-a

い
ふ
べ
き
や
う
な
る

若
者
共
、
毎
日
四
方
に
横
行
し
・
い
つ
も
此
の
橋
上
に
集
合
し
、
東

へ
や
往
か
ん
西
へ
や
遊
ぽ
ん
と
思
案
せ
し
ゅ
ゑ
に
・
思
案
橋
の
名
起

れ
り
と
去
ひ
僻
へ
た
り
と
ぞ
。
今
按
宇
る
に
、
雨
僻
説
何
れ
正
設
た

金
滞
古
蹟
志
巻
十
ニ
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一
言
々
と
。
叉
左
の
文
書
あ
り
。

拙
寺
衆
帯
之
所
、
卯
辰
闘
運
寺
安
置
仕
慈
尭
大
師
之
作
正
観
世
音

者
、
往
古
よ
り
開
腹
仕
来
候
。
則
享
保
十
三
年
相
願
開
腹
仕
候
。
共

後
貧
暦
十
年
開
幌
仕
、
共
以
後
設
昌
中
絶
-
開
帳
不
v
仕
候
。

以
下
時
文

鷹
匠
町
下

瑞
光
寺

文
政
十
三
年
寅
四
月
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長
屋
谷

停

灯

寺

加
州
金
滞
三
十
三
所
観
音
順
純
歌
に
、

三
番
瑞
光
寺
。
ま
と
と
よ
り
見
る
は
備
の
瑞
光
寺

す
め
る
と
h

ろ
の
水
の
月
か
げ

按
宇
る
に
、
右
胸
砲
歌
は
元
総
頃
の
作
・
な
り
。
さ
れ
ば
此
の
頃
朗
氏

瑞
光
寺
へ
漣
座
し
、
愛
に
安
置
せ
し
陀
や
。

。

川

御

事

今
上
本
多
町
川
御
亭
と
綿
し
、
町
名
と
す
。
此
の
地
は
倉
月
用
水
川
た

る
思
案
橋
の
西
方
を
呼
ぺ
り
。
右
用
水
川
の
漣
怠
る
ゆ
ゑ
に
川
御
亭

と
い
ふ
と
。
但
し
川
御
亭
と
て
此
の
地
に
薄
侯
の
離
亭
あ
り
た
る
事

静
か
な
ら
宇
。
一
訟
に
、
昔
本
多
氏
下
邸
岩
問
屋
の
圏
内
に
亭
あ
り

て
、
活
き
頃
ま
で
亭
の
跡
と
て
礎
石
盛
れ
り
。
此
の
亭
あ
り
し
地
は

ら
ん
か
。

。
石
浦
新
町

此
の
地
は
‘
昔
は
上
石
浦
村
の
村
地
な
る
を
‘
相
封
請
地
K
注
し
町

家
を
建
て
た
り
。
故
に
石
浦
新
町
と
呼
ぺ
り
。
改
作
所
滞
由
紀
に
載
せ

た
る
‘
寛
文
五
年
四
月
十
八
日
石
浦
村
彦
兵
衛
・
奥
三
宥
衛
門
等
連

名
願
書
に
、
私
共
在
所
御
高
之
内
、
金
津
廻
り
百
姓
共
相
針
を
以
て
、

地
子
に
ゐ
ろ
し
、
家
を
つ
く
ら
せ
申
分
、
並
御
用
地
に
被
ι
召
上
-
替
地

共
に
、
今
程
家
数
多
陀
罷
成
陀
付
、
絡
事
縮
之
俄
百
姓
共
難
v
成
、
諸

事
総
之
儀
町
方
よ
り
裁
許
仕
様
に
被
v
成
可
ν
被
い
下
云
々
。
と
あ
り
。

叉
周
年
の
覚
書
に
、
散
小
物
成
御
印
幌
之
内
、
三
必
泊
役
石
浦
村
街

地
新
右
衛
門
、
右
之
御
役
銀
百
姓
地
相
劉
下
し
之
内
、
営
年
町
方
b

付
渡
り
、
地
子
肝
煎
之
裁
許
分
に
罷
成
る
。
・
な
ど
見
h
た
り
。
按
宇
る

に
、
元
秘
九
年
の
地
子
肝
煎
裁
許
附
に
、
石
浦
新
町
と
載
せ
た
れ
ば
、

寛
文
五
年
に
相
封
鯖
地
の
家
共
を
地
子
町
へ
合
併
し
‘
町
奉
行
の
支

配
地
と
成
り
た
る
故
に
町
名
を
建
て
た
る
た
る
ぺ
し
。
但
し
此
の
後

更
に
諦
地
と
た
し
た
る
分
は
、
後
三
也
米
地
子
に
て
、
百
姓
町
に
居

残
り
け
る
石
浦
村
百
姓
名
の
者
取
集
め
、
後
は
笠
舞
村
主
り
取
集
め

け
る
を
、
明
治
十
二
年
郡
地
の
分
悉
く
町
地
へ
属
せ
ら
れ
た
り
。
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